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聖域なき分野の規制 

 TPP⇒  

 ヒト、モノ、サービス、カネの移動をほ
ぼ完全に自由にしよう 

 

国家戦略特区⇒ 
 規制・制度改革と官業の開放 

          （日本再興戦略より） 
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国家戦略特区の特徴 

●聖域なき分野の規制が 

 
●国際競争力を強化するため、民間投資を喚起するために 
 
 
●事業者、企業側の要望に沿うかたちで 
 
 
●これまでの特区という枠を超えて 
 
 
●総理主導で従来の発想を超えたスピードと規模感 
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国家戦略特区 

  2013年4月 「産業競争力会議」で提案 

 

  ワーキンググループ 2013年5月10日～ 

 

  有識者等からの集中ヒアリングによる規制・制度 

   改革の提案 

 

 「日本再興戦略」-JAPAN is BACK-（2013年6月14

日）により位置付けられた 

 8月12日より提案募集 
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産業競争力会議 議員名簿（Ｈ2５/１/２３現在 ） 
 
 議 長 安倍 晋三 内閣総理大臣 

 議長代理 麻生 太郎 副総理 

 副 議 長 甘利 明 経済再生担当大臣 兼 内閣府特命担当大臣（経済財政政策） 

 同 菅 義偉 内閣官房長官 

 同 茂木 敏充 経済産業大臣 

 議 員 山本 一太 内閣府特命担当大臣（科学技術政策） 

 同 稲田 朋美 内閣府特命担当大臣（規制改革） 

 同 秋山 咲恵 株式会社ｻｷｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ代表取締役社長 

 同 岡 素之 住友商事株式会社 相談役 

 同 榊原 定征 東レ株式会社代表取締役 取締役会長 

 同 坂根 正弘 コマツ取締役会長 

 同 佐藤 康博 株式会社みずほﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ取締役社長 ｸﾞﾙｰﾌﾟCEO 

 同 竹中 平蔵 慶應義塾大学総合政策学部教授 

 同 新浪 剛史 株式会社ﾛｰｿﾝ代表取締役社長CEO 

 同 橋本 和仁 東京大学大学院工学系研究科教授 

 同 長谷川閑史 武田薬品工業株式会社代表取締役社長 

 同 三木谷浩史 楽天株式会社代表取締役会長兼社長 
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提案された規制・制度改革事項 都市再生 

 

○安全な市街地形成のための都心・都心周辺部（山手線地域内全て）の防火地域化 【伊藤】 

○都心居住促進等のための容積率の大幅な緩和 【伊藤、安念、不動産協会、八代】 

○都心部における容積率を、敷地規模・建築性能の両方の評価で決定 【伊藤】 

○都心部における容積率２０００％以上の象徴的開発プロジェクトの推進 【伊藤】 

○都心部において用途地区混在地区を商業地域５００％に統一し、日影規制を解消 【伊藤】 

○都心部における附置義務駐車場制度の廃止 【伊藤、不動産協会】 

○都市計画手続きの迅速化（自治体、開発事業者、専門家による計画裁定プラットフォームによる円滑・迅速
大規模再開発事業の推進など） 【伊藤、不動産協会】 

○都心周辺部における国際居住区（国際化に対応した多様で文化的な住宅市街地）の指定（容積率緩和によ
る高層集合住宅化や、遊休地化した公有地の海外関係組織への優先的譲渡又は賃貸など） 【伊藤】 

○プライベートジェット機専用の羽田空港第６滑走路の整備 【伊藤】 

○リニア新幹線の整備及び品川地域の再開発等 【伊藤】 

○カジノ等による臨海部の国際的利用 【伊藤】 

○都市の有効利用･都心居住の推進のための「特区版法制審議会」の創設 【安念】 

○自治体の高さ規制や景観規制への迅速な対応 【不動産協会】 

○区分所有権法のマンション建替え決議要件の緩和（議決権方式で２／３以上など） 【八代、不動産協会】 

○借地借家法の定期借家権法への乗り換え 【フェルドマン、八代】 

○羽田・成田間、成田・仙台間の高速鉄道化 【フェルドマン】 

○立体道路（道路と建物との一体的建設）の拡大 【八代】 
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提案された規制・制度改革事項 医療 
○外国医師による外国人向け医療の充実（特区内医療機関所属外国医師による全国往診可能化） 【阿曽沼、不動産協会、八代、翁】 

○国内未承認の医療技術・医療機器の持ち込み・使用許可解禁 【阿曽沼、フェルドマン】 

○チーム医療実施のための外国人看護士等の受入れ推進（就労資格の弾力化） 【阿曽沼、美原・杉田、フェルドマン】 

○病床規制の見直し（再生医療等先進医療分野での病床開設許可の推進、休眠病床に関する知事等による再配分等の地域管理の実施） 【阿曽沼、不動産
協会、翁】 

○ＡＳＥＡＮ諸国等への医学教育及び医療制度の輸出 【阿曽沼】 

○ＡＳＥＡＮ及び環太平洋諸国における医師免許の共通化（国内における英語による医師国家試験の実施など） 【阿曽沼】 

○患者負担軽減策（民間保険の第三分野拡大等）及び患者救済策（医療自賠責保険制度の開設等）を併せ、先進医療分野（再生医療のみならず難病・稀少
疾病分野、小児癌分野等へ段階的に範囲拡大）に関する混合診療の解禁 【阿曽沼】 

○先進医療に関する評価専門会議の改革（企業の専門家を含めた人選の弾力化、免責制度の在り方など） 【阿曽沼】 

○先進医療に関する条件付期限付き承認制度（用法・容量・対象疾患毎の品目承認から包括承認へ）や市販後調査の運用弾力化 【阿曽沼】 

○欧米機関とも連携したＰＭＤA の国際部門の創設 【阿曽沼】 

○一定水準以上の医療機関における混合診療の解禁（保険外併用診療の拡大） 【八代、翁】 

○高齢者の自己負担率の引上げ（２割以上、年齢に応じた負担率の導入等） 【フェルドマン】 

○健康を基準とした自己負担率の導入（基本負担を６割とし、メタボ基準以下は３割、喫煙者は７割とする 【フェルドマン】 

○米国等との疾病分類の統一化（これに基づき診療報酬を決定） 【フェルドマン】 

○病院（国立病院・大学病院・地方病院等、クリニックを含む）の監督の一本化 【フェルドマン】 

○医療分野へのマイナンバー制度の早期導入 【フェルドマン】 

○高度な診療・手術の可能な病院の集中化・絞り込み（臨床研究中核病院の機能集中の加速化など） 【フェルドマン、翁】 

○レセプト情報の見直しなど、医療の情報化の促進 【翁】 

○革新的医薬品の薬価算定ルール等の見直し 【翁】 

○医療機関制度の見直し 【翁】 

○都市部等における在宅医療推進 【翁】 

○医療機関に関する株式会社の参入要件の更なる緩和 【翁】 

○処方箋の郵送及び配達に関する規制の見直し 【翁】 

○健康･医療政策に関する司令塔機能の充実･強化 【製薬工業協会】 

○新薬創出・適用外薬解消等促進加算の完全・恒久実施 【製薬工業協会】 
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提案された規制・制度改革事項 介護・保育  

○介護施設等への外国人労働者の受け入れ解禁 【フェルドマン】 

○介護保険報酬を基準とした質の高いサービスに関する価格の
上乗せ（混合介護の解禁）【八代】 

○介護制度・社会福祉法人制度の見直し 【翁】 

○訪問看護ステーションの人員配置基準の緩和 【翁】 

○保育所設置基準等の保育規制行政の地方移管 【フェルドマン】 

○保育所に関する株式会社の参入促進 【八代】 

○認可保育所にも多様な保育サービスを容認（混合保育の解禁） 
【八代】 

○都市部における保育士に関する規制緩和 【翁】 

○介護・保育分野での外国資格保有者の受入れ促進 【八代】 
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提案された規制・制度改革事項 雇用・人材 
○解雇規制の緩和・合理化（金銭解決などを含む） 【大竹、大内、フェルドマン、八代、製薬工業協会】 

○解雇規制の明確化のためのガイドライン規定の法令整備 【大内】 

○各企業の就業規則における上記ガイドラインに則った具体化の義務付け 【大内】 

○若年雇用推進のための労働契約初期段階（試用期間）における解雇規制の適用除外 【大竹、大内】 

○零細企業・ベンチャー企業に対する解雇規制の適用除外 【大内】 

○社外取締役を導入した企業に対する解雇規制の緩和 【フェルドマン】 

○有期雇用契約の自由化（６０歳以上の労働者を対象とするなど） 【フェルドマン、青木】 

○有期雇用契約に関し雇止めを制限する場合の、金銭解決手段の導入 【大竹、大内】 

○無期転換放棄による有期雇用の安定性確保（労働契約法１８条の撤廃など） 【大竹、大内】 

○定期雇用制度（期間内は解雇禁止、期間経過後は解雇可能・再契約自由）の創設 【大竹】 

○労働時間規制の適用除外（一定の要件を満たす業種・職種等の労働者に関するガイドライン規定の法令整
備） 【大内】 

○労働時間規制の見直し（労働時間の上限規制緩和、休息に関する規制強化など） 【大内】 

○労働者の権利の一部放棄の容認（個別合意における適用除外） 【大内】 

○労働者派遣法制の理念の再検討（派遣労働者保護から需給マッチング手段としての経済活性化の目的へ） 
【大内】 

○賃金政策の再検討（貧困対策としての在り方など） 【大内】 

○海外との経済活動一体化のための企業勤務者・研修生・留学生等へのビザの発給要件の緩和 【八代、大上
】 

○全てのスキルレベルにおけるビザの発給要件の緩和（労働ビザの緩和） 【フェルドマン】 

○積極的な移民政策の推進（医療、介護、農業の分野など） 【フェルドマン、八代】 
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提案された規制・制度改革事項 教育 

 

○インターナショナルスクールに関する設置許可条件等の見直し 【不動産協会、八代】 

○海外留学（一年間）を大学卒業のための必須要件化 【フェルドマン】 

○大学卒業基準としてＴＯＥＦＬを採用 【フェルドマン】 

○遠隔教育の推進 【フェルドマン、新しい学校の会】 

○教育行政の所管を、文部科学省から特区担当又は地方自治体へ一部移管 【フェルド
マン】 

○教員給与の算定基準に実力テストを採用 【フェルドマン】 

○教育委員会の廃止・権限縮小 【フェルドマン】 

○公設民営学校（公立学校の運営の民間委託）の早期解禁 【大森、新しい学校の会】 

○教育バウチャー制度の創設 【新しい学校の会】 

○複数地域にまたがる株式会社立学校（通信制高校など）の解禁（特区内での添削指
導、試験の義務付けの撤廃など） 【新しい学校の会】 

○教育基本法上の「学習指導要綱」の柔軟化 【楠本】 

○学校教育法上の「大学設置基準」の柔軟化 【楠本】 
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提案された規制・制度改革事項 農業 

○農業委員会に代わる農地利用監視機関の設立 【大上、本間】 

○株式会社等による農地所有の解禁 【本間、フェルドマン、八代】 

○農地利用等に関する関連法制（農地法・農業経営基盤強化促進法）の一元
化 【本間】 

○農地情報（地代、農地価格等）の開示、データベース化 【本間】 

○農地転用規制の強化（一定期間における転用禁止、農外利用の罰則化等
） 【本間】 

○中小企業信用保証制度の農業関係法人への適用 【本間】 

○農協への独占禁止法の適用 【本間、フェルドマン、八代】 

○農協における各事業（信用事業・共済事業）に関する独立採算性・第三者
監査制度の導入（中長期的には、各事業の分離分割） 【本間】 

○減反制度の廃止 【フェルドマン】 

○米価設定の廃止 【フェルドマン】 

○農地への不動産信託の導入 【フェルドマン】 
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提案された規制・制度改革事項 エネルギー 

○電力システム改革（小売自由化、発送電分離等）の早期実施 【大上、フェルドマン】 

○バイオマス等の再生可能エネルギープロジェクトに関する全ての規制の撤廃 【大上
】 

○環境・エネルギー分野における欧米との規制・基準の統一化 【大上】 

○エネルギー新技術に係る競争促進（省エネ住宅・電気自動車等） 【フェルドマン】 

○サマータイム制度の導入 【中上】 

○ガス卸供給用の導管の道路下敷設工事における公益特権の付与【ガス協会、八代
】 

○河川横断するガス導管敷設工事の渇水期以外の施行許可 【ガス協会、八代】 

○ガス工作物設置における農地転用許可の不要化 【ガス協会】 

○道路占用に関する措置充実（ライト・オブ・ウェイ）（作業時間の柔軟化、常設作業帯
の距離延長等） 【ガス協会】 

○コジェネレーション設備に関する専用線での連系接続の実施 【ガス協会】 

○燃料電池等自家発電の逆潮電力の活用 【ガス協会】 
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提案された規制・制度改革事項 文化・芸術・クールジャパン 

○世界に誇る新しい文化施設（美術館、博物館、劇場・ホール、ライブハウス等）に関
する容積率の緩和 【青木】 

○都市部のカフェ、レストラン等のテラス設置・利用に関する規制緩和 【青木、楠本】 

○案内サインや野外広告に関する規制緩和 【青木】 

○美術品の国家補償法の適用範囲の拡大 【青木】 

○国立美術館における経営努力により獲得した収益の活用促進（目的積立金の容認
） 【青木】 

○古民家等の伝統的建築物（国宝、重要文化財等以外）の旅館・レストラン等としての
活用のための総合的施策の推進（「地域再生特定物件」として、建築基準法の一
部適用除外、旅館業法・消防法等に関する規制緩和など） 【金野・西本】 

○「料理人」に対する就労ビザの発給要件の緩和（国内の調理学校卒業者及び海外
での経験を有する者への対象拡大、料理の種類・料理人の国籍・就業地の紐付け
撤廃） 【楠本、フェルドマン】 

○「国際業務」ではなく「ファッション産業の専門職種」として、就労ビザの発給要件の
緩和（国内の大学・専門学校卒業者及び海外で同等の教育を受けた人材、並びに
、海外の実務経験を有する専門家への対象拡大） 【楠本、フェルドマン】 

○「ダンス」の風営法上の規制対象からの撤廃 【青木、楠本】 
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提案された規制・制度改革事項 インフラ等の民間開放（PFI/PPP） 

○公的データベースの民間開放（不動産等） 【フェルドマン】 

○民間事業者による道路建設の解禁 【八代】 

○道路や公共空間の占用許可要件の緩和 【青木】 

○有料道路に関する料金徴収業務の民間開放 【福田】 

○有料道路に関する徴収料金の各種原価以上への範囲拡大 【福田】 

○有料道路における、建設費のみならず維持管理費も含めた費用回収（償還）後の料金徴収の容認 

【福田】 

○水道事業に関する民間参入の推進（公共施設等運営権者が事業認可を受ける際の各種手続の整
備、地方自治体と同一水準の支援策の付与、官民の役割分担など） 【福田、美原・杉田】 

○公共施設の運営権移転等に当たっての公務員出向制度等の整備（官民人事交流の推進）【福田、
美原・杉田】 

○公共施設等運営権者と指定管理者との二重適用の排除 【福田】 

○公共施設等運営権の新規公共施設整備への適用拡大 【美原・杉田】 

○民間による国管理空港整備の際の運営権設定範囲の拡大（空港ビル施設等）、及び各種施設間の
調整規定の整備など 【美原・杉田】 

○公共調達における民間提案に関する「段階的選定方式」、「競争的対話方式」の導入 【美原・杉田】 

○「ＳＢＩＲ制度」の本格導入（国・自治体が中小ベンチャー企業等との共同開発した上で最初の顧客と
して調達） 【美原・杉田】 
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提案された規制・制度改革事項 その他（行政改革） 

○公務員の給料を民間と同一基準化 【フェルドマン】 

○マイナンバー制度に基づく行政コンシェルジュの推進 【フェルドマン】 

○国家戦略特区推進のため特区担当部局が関係各省・自治体の人事を担当 

【フェルドマン】 

○外国法規に基づく教育・金融・法律・医療機関等の認可の推進 【フェルドマ
ン】 

○地方議会議員に対する選挙区毎の人口比例での議決権の配分 【フェルド
マン】 

○新聞の再販規制及び公正取引委員会からの特殊指定の廃止 【フェルドマ
ン】 

○金融関連記者への証券外務員試験の記者版合格を義務付け 【フェルドマ
ン】 

○官庁の記者クラブを廃止 【フェルドマン】 

○企業業績やその他の重要情報漏洩への刑事罰適用 【フェルドマン】 
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提案された規制・制度改革事項 参考：税制関係 

 

○ 跡 田 直 澄 嘉悦大学ビジネス創造学部学部長 

・ 法人税を中心に、所得税も含め、以下の視点からの各種減税措置を提案。 

－ 特区への内外企業の投資促進 

－ 特区での継続的操業・再投資促進 

－ 特区への内外の優秀な研究者の招聘・定着 

－ 特区での先端研究の促進 

 

○ 佐 藤 主 光 一橋大学国際・公共政策研究部教授 

・ 全国レベルでの法人減税を原則としながらも、 

－ 短期的な呼び水効果 

－ 中長期的な構造改革の推進 

の観点から、規制改革と一体となった特区での減税措置の意義を主張。 
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医療の場合 

医療の規制緩和とその影響  

   ・ 医療圏病床規制を取り払う 

 ・先進国の医療機器認可を日本で認める 

 ・混合診療を認める 

◎高度医療の受診機会が広がる 

◎一時的な高度医療負担の軽減   

■高度な診療手術の可能な病院が都市部に集中し地域格差が広がる可能 

■医療費の高騰 

 ＊以下提案より抜粋 

     ★高齢者自己負担率の引き上げ 2割以上 

     ★自己負担割合 ＝ 30％＋（年齢－70）  

     ★10万円の自己負担から保険支払い開始 

   ★基本負担を6割、メタボ基準達成者だけ3割 喫煙者7割 

     ★患者負担軽減策として民間保険の第三分野拡大 

     ★患者救済のための医療自賠責保険制度開設 
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医療分野で提案されている規制改革による影響 

  混合診療 

 

 

 

 

 
保険部分が保険でみられるようになるので自己負担は減る 
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特区とは 

構造改革特区が小泉政権の2002年（平成14年）～ 

 

国民生活の向上 ＞国民経済の発展 

 

効果が認められれば全国展開 

 

 717件＝特区として227件＋全国的に対応490件 

 

 あまり効果が認められない・・・？ 

 

 

 



国家戦略特区の論点  

copyright © 2013 Nasu Rie  

総合特区 （国際戦略特区・地域活性化特区） 

菅政権 2011年（平成23年）6月～ 

 

産業の国際競争力の強化 

          ←地域の活性化による国民生活の向上 

       国民経済の発展 ＞ 国民生活の向上 

 

税制・財政・金融上の支援 ⇒ 施設整備補助 

1区域国際 20億円 地域 5億円 

 

区域が比較的広い（国際戦略特区） 

 

     



国家戦略特区の論点 

総合特区 

＊国際総合特区7件  地域活性化総合特区37件  35都道府県 
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国際戦略総合特区 

①  
 
 
 

フードコンプレックス国際戦略総合特区 
北海道 

食 

② つくば国際戦略総合特区 
つくば市・筑波大学 

医療・ガン、中性子療法 

③ アジアヘッドクオーター特区 
東京 区部 

・金融・財政・税制支援による外国企業の誘致 
・医療・教育の規制緩和 

④ 京浜臨海部ライフイノベーション特区 ・医薬品・医療機器の規制緩和  
・混合予防医療  
・臨床試験の迅速化効率化  
・先進医療高度医療の審査手続きの簡素化迅速化 

⑤ アジアNo 1.航空宇宙産業クラスター形成特区 
岐阜各務原愛知名古屋 

航空機産業 

⑥ 関西イノベーション国際戦略総合特区 
京都大阪神戸 

・医薬品・医療機器の輸出を増加させ、世界市場での
シェアを倍増 
・外国人研究者医療従事者の規制緩和 

⑦ グリーンアジア国際戦略総合特区 
福岡・北九州 

環境、リサイクル、レアメタル 
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特区の比較 

 

 

特区 地域・区域を限定して規制を取り外し、優遇策 

効果が認められれば全国展開 
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特区の向こうに 

 

   効果が認められれば 

       全国展開 

 

       効果とは？ 
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11.経済的指標で評価 

成果指標 

◆2020 年に農林水産物・食品の輸出額を１兆円（現
状約4,500 億円）とする 

◆健康増進・予防、生活支援関連産業の市場規模を
2020 年に10 兆円（現状4 兆円）に拡大する 

 ◆医薬品、医療機器、再生医療の医療関連産業の市
場規模を2020 年に16 兆円（現状12 兆円）に拡大 

 ◆３年間でリーマンショック前の設備投資水準(70 兆
円/年（昨年度63 兆円）)を回復する 

 ◆今後５年間で、失業期間６か月以上の者を２割減
少させ、一般労働者の転職入職率を９%（2011 年：
7.4%）とすることを目指す 
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国際競争力強化、民間投資喚起 

 キーワード 

    国民生活       0  回 

  

   国際競争力     10  回 

 

   投資          112 回 
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経済活性化と国民生活 

 

指標は経済規模 法人税軽減 税収では
ない 

 

なんのための国際競争力強化か 

    

雇用・社会保障・住宅・物価等への影響
の検証無し 
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TPPの下準備？前倒し？既成事実化？ 

下準備？  一括新法で法整備  

   ＊米韓FTAでは、加入前に60の法律を改正  

前倒し？  TPP加入前の規制緩和？ 

既成事実化？ ラチェット条項？ 

   ●国際戦略特区で施設整備先行 

   ●ex.医療特区内の国保会計の悪化・健保は全国で受給可 

       雇用特区に本社があれば支社も可？ 

  ●バーチャル特区 
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産業界の要望 

 

産業競争力会議 ４月１７日 

国家戦略特区ワーキンググループ ５月１０日 

説明会 ８月２３日 

国家戦略特区諮問会議  ？   

賛成反対意見受付（8月上旬～9月） 

提案 （第一次） 決定 １０月 

根拠法議決        １０月 

 

    

特区決定までの工程 
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唯一の国民意見の反映が議決 

 

 規制本来の意義はどこで担保されるか 
 国会 2013年10月の臨時国会の可能性 

   

   国家戦略特区に関る新法一括審議？ 

         ◎簡単 

         ×多様な規制緩和を一括で判断    

     各法改正 

         ×手間がかかる 

         ◎規制本来の持つ意義を十分検討 

 地方議会 

    条例改正など 
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特区と言えるか 

         物理的な地域をベース 

 

  

     バーチャル特区 
   

○ 「特区」だから特別区法 
    「地方の自主性」「地域主権」（小泉首相答弁） 

  ×  一国二制度  
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総理主導で従来の発想を超えたスピードと規模感 

国 ＞ 地方自治体 中央集権化 

 

 

地方自治体に関る規制・制度が
住民不在のまま国に申請され国
がまず判断 

地方税を国が判断 自治体間の
税収の偏在 
 


